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1－１ 　食事の提供業務　業務の実施方針
本業務の実施方針等について記載してください。なお、以下の事項については必ず記載してください。（運営業務全体でＡ４判450枚以内で記載してください。各業務単位でＡ４判40枚以内を目安として全体の枚数制限を設定しております。なお、各業務における「４　業務の実施費用」の項については枚数制限の頁数には含みません。）
· 本業務における提案のポイント、特にアピールしたい点を記載してください。

· 導入する調理システムと当該システムを選んだ根拠・理由等を記載してください。

· 当該業務に関して、要求水準書に示す業務区分表の業務再編・変更等を実施した場合は、当該再編・変更の基本的な考え方、業務内、業務間における業務区分表の移行・再編状況が明確に分かるように、記載してください。（当該記載は移行先、移行元のいずれかに記載があれば結構です。）
· 要求水準を踏まえて特に業務のポイントであると考える点と当該提案内容との関係を記載してください。

· 業務遂行にあたり、想定されるトラブル・課題とその対応策を記載してください。
· 業務遂行における、地域経済の振興にどう貢献できるかについて記載してください。
1－2 　食事の提供業務　業務の実施体制

本業務に係る実施体制について、記載してください。なお、以下の事項については必ず記載してください。
(1)  実施体制
 1)  組織体制及び役割分担

· 本業務の組織体制及び役割分担について図表を用いるなどして具体的に記載してください。
· 業務担当者等の有資格・経験について記載してください。

 2)  緊急時（災害時等）のバックアップ体制

· 緊急時（災害時等）のバックアップ体制について記載してください。

(2)  人員配置計画

 1)  人員配置に関する考え方

· 業務の継続性を維持するための人員配置の工夫について記載してください。

· 担当者が交代する場合の引継ぎのプロセスを記載してください。

 2)  詳細業務別、人件費単価別、時間帯別の1日あたり人員配置数

· 次のような表（表の記載内容は例示です。）を使用し、詳細業務別、人件費単価別、時間帯別の1日あたり人員配置数を示してください（表は項目をカバーしてあれば、適宜作り変えて構いません）。なお、1時間ごとに、当該時間内に従事する業務担当者等の配置人員の合計値を記載してください。
· 業務の実施費用における人工数（８H換算人数）ではなく、実際の配置を想定して記載してください。

· 他業務を兼務する場合は、小数点以下で示して下さい。
· 土日、休日等、人員配置が異なる場合は、別途表を分けて記載してください。

（例）

	詳細業務

職種
	単価

（万）
	時間数
	6
	7
	8
	9
	10
	11
	12
	13
	14
	15
	16
	17
	18
	19
	20
	21
	22
	23

	
	総括責任者
	〇
	8.0
	
	
	
	0.5
	0.5
	0.5
	0.5
	0.5
	0.5
	0.5
	0.5
	
	
	
	
	
	
	

	＊＊業務
	現場責任者
	△
	11.0
	
	
	
	2
	2
	2
	2
	2
	2
	2
	2
	1
	1
	1
	
	
	
	

	
	業務担当者
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	・・・
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	合　計
	
	
	
	
	2.5
	2.5
	2.5
	2.5
	2.5
	2.5
	2.5
	2.5
	1
	1
	1
	
	
	
	


(3)  業務日及び業務時間
· 本業務の実施日と実施時間を記載して下さい。
1－3 　食事の提供業務　業務の実施計画
本業務の実施計画として、以下の各事項について具体的な運用方法を記載してください。なお、各事項で「○」を付した項目については必ず記載してください。
(1)  業務範囲
下記事項について、フロー等を用いて分かりやすく記載してください。

 1)  他業務との責任分岐点及び引継ぎ方法
· 他業務との接続部分の連携協力体制について
 2)  県側業務との責任分岐点及び引継ぎ方法
· 県側業務との接続部分の連携協力体制について

(2)  運用計画

 1)  当該業務の運用方法

下記に示す当該業務の業務区分ごとに、具体的な運用方法を記載してください。
なお、業務間における業務区分の変更等を提案した場合は、変更後の業務区分で記載してください。
a)  栄養管理業務
· 喫食調査の実施方法について
b)  食事療養業務

c)  調理業務
· 調理方法

・導入する調理システムの概要及び具体的な調理方法・手順（なお、調理システムの導入に関して、運営期間中の導入費用（ライフサイクルコスト）が明確に分かるように「４　業務の実施費用」で記載してください。）
· 食事の提供方法

・調理、配膳、下膳の時間について
・食事オーダの締切時間及びオーダ変更への対応方法について

・適時適温による食事提供を達成するための具体的方法･手順について
・選択食を含めた個別対応の具体的方法･手順について
・選択食の提供頻度及び内容
· 食材料の品質管理
・購入サイクル、選定基準等も含め、品質管理の観点を踏まえた調達方法について
・品質管理の手順について
d)  調乳業務

e)  臨床栄養支援業務
f)  危機管理（下記の指定事項のみ）

· 緊急時（災害時等）の運用方法について
g)  管理業務（下記の指定事項のみ）
· 食中毒防止に関する具体策について
 2)  セルフモニタリングの考え方
· 当該業務のセルフモニタリングのポイントについて（想定する事項を列挙すること）
 3)  安全管理
· 業務に関連して想定される事故及び防止策について

(3)  業務構築
· 業務マニュアルの策定・変更手続きについて

1－4 　食事の提供業務　業務の実施費用

本業務にかかる実施費用について記載するとともに、その根拠、事業期間を通して実施可能であるかの実効性、市場価格等を勘案しながら具体的に解説してください。

[image: image1.emf]様式１４－１－４　実施費用の内訳（診療技術支援業務　食事の提供業務）

（税抜き：千円／年）

＊＊業務

ＳＰＣ人件費

給与レベル１－Ａ

人工

単価

・・・

人工

単価

ＳＰＣ委託費（協力企業に係る費用）

人件費

給与レベル２－Ａ

人工

単価

・・・

人工

単価

その他諸経費（再委託費含む）

ＳＰＣその他諸経費

・・・

※「その他諸経費」については人件費以外の費目を全て含むものとする。

※可能な限り詳細に記入するものとし、適宜、項目の追加・変更等を行うこと。なお、上表に示すレベルでの業務の細分化が困難な場合には、適宜、項目の統合・削除についても行うこと。

※金額は税抜き価格とし、「千円／年」は年度に要する費用を記載すること。

※千円未満は四捨五入で記載すること。

※金額は、ＳＰＣが実際に要する金額を記載するものとするが、該当するサービスを提供した年度に金額を記載すること。

※「解説」の項目については、具体的に記載する限りにおいて、適宜他の項目との結合等を行うこと。

項目

合　計

平成36年度 平成37年度 平成38年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度 平成34年度 平成35年度 平成43年度 平成44年度

合　計 解　説

平成39年度 平成40年度 平成41年度 平成42年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成25年度


【注；食事の提供業務に係る設定単価についても、別添のファイルに記入し、提出すること。】
2－１ 　医療機器の管理・保守点検業務　業務の実施方針
本業務の実施方針等について記載してください。なお、以下の事項については必ず記載してください。

· 本業務における提案のポイント、特にアピールしたい点を記載してください。
· 当該業務に関して、要求水準書に示す業務区分表の業務再編・変更等を実施した場合は、当該再編・変更の基本的な考え方、業務内、業務間における業務区分表の移行・再編状況が明確に分かるように、記載してください。（当該記載は移行先、移行元のいずれかに記載があれば結構です。）
· 要求水準を踏まえて特に業務のポイントであると考える点と当該提案内容との関係を記載してください。

· 業務遂行にあたり、想定されるトラブル・課題とその対応策を記載してください。

2－2 　医療機器の管理・保守点検業務　業務の実施体制

本業務に係る実施体制について、記載してください。なお、以下の事項については必ず記載してください。
(1)  実施体制
 1)  組織体制及び役割分担

· 本業務の組織体制及び役割分担について図表を用いるなどして具体的に記載してください。

· 業務担当者等の有資格・経験について記載してください。

(2)  人員配置計画

 1)  人員配置に関する考え方

· 本業務の実施するための人員配置の考え方について記載してください。

 2)  詳細業務別、人件費単価別、時間帯別の1日あたり人員配置数

· 次のような表（表の記載内容は例示です。）を使用し、詳細業務別、人件費単価別、時間帯別の1日あたり人員配置数を示してください（表は項目をカバーしてあれば、適宜作り変えて構いません）。なお、1時間ごとに、当該時間内に従事する業務担当者等の配置人員の合計値を記載してください。
· 業務の実施費用における人工数（８H換算人数）ではなく、実際の配置を想定して記載してください。

· 他業務を兼務する場合は、小数点以下で示して下さい。
· 土日、休日等、人員配置が異なる場合は、別途表を分けて記載してください。

（例）

	詳細業務

職種
	単価

（万）
	時間数
	6
	7
	8
	9
	10
	11
	12
	13
	14
	15
	16
	17
	18
	19
	20
	21
	22
	23

	
	総括責任者
	〇
	8.0
	
	
	
	0.5
	0.5
	0.5
	0.5
	0.5
	0.5
	0.5
	0.5
	
	
	
	
	
	
	

	＊＊業務
	現場責任者
	△
	11.0
	
	
	
	2
	2
	2
	2
	2
	2
	2
	2
	1
	1
	1
	
	
	
	

	
	業務担当者
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	・・・
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	合　計
	
	
	
	
	2.5
	2.5
	2.5
	2.5
	2.5
	2.5
	2.5
	2.5
	1
	1
	1
	
	
	
	


(3)  業務日及び業務時間
· 本業務の実施日と実施時間を記載して下さい。

2－3 　医療機器の管理・保守点検業務　業務の実施計画
本業務の実施計画として、以下の各事項について具体的な運用方法を記載してください。なお、各事項で「○」を付した項目については必ず記載してください。
(1)  業務範囲
下記事項について、フロー等を用いて分かりやすく記載してください。

 1)  他業務との責任分岐点及び引継ぎ方法
· 調達関連業務、物品管理業務との連動性を持たせる工夫について

· 他業務との接続部分の連携協力体制について
 2)  県側業務との責任分岐点及び引継ぎ方法
· 県側業務との接続部分の連携協力体制について

(2)  運用計画

 1)  当該業務の運用方法

下記に示す当該業務の業務区分ごとに、具体的な運用方法を記載してください。
なお、業務間における業務区分の変更等を提案した場合は、変更後の業務区分で記載してください。
a)  ＭＥ管理室管理業務‐医療機器中央管理業務
· 中央管理医療機器等の管理対象品目ごとの具体的な業務内容及び管理方法（貸出管理・搬送管理及び在庫管理、アリバイ管理・履歴管理、各種データ管理方法等を含む）について
b)  一次対応、点検、保守、修理業務
· 一次対応、点検、保守、修理業務に関し、一元的に情報を集約するための連絡調整方法、窓口機能の構築方法について

c)  定期保守点検業務

· 保守委託対象医療機器に関し、県へ所有権移転後から6年間における保守、修理の基本的な考え方及び実施内容・頻度等について（なお、当該費用については、「４　業務の実施費用」において明確に分かるように記載すること。）
 2)  休日・夜間（業務時間外）の対応
· 本業業務における休日・夜間（業務時間外）の対応方法について
 3)  セルフモニタリングの考え方
· 当該業務のセルフモニタリングのポイントについて（想定する事項を列挙すること）
 4)  安全管理
· 業務に関連して想定される事故及び防止策について

(3)  業務構築
· 業務マニュアルの策定・変更手続きについて

2－4 　医療機器の管理・保守点検業務　業務の実施費用

本業務にかかる実施費用について記載するとともに、その根拠、事業期間を通して実施可能であるかの実効性、市場価格等を勘案しながら具体的に解説してください。
[image: image2.emf]様式１４－２－４　実施費用の内訳（診療技術支援業務　医療機器の管理・保守点検業務）

（税抜き：千円／年）

＊＊業務

ＳＰＣ人件費

給与レベル１－Ａ

人工

単価

・・・

人工

単価

ＳＰＣ委託費（協力企業に係る費用）

人件費

給与レベル２－Ａ

人工

単価

・・・

人工

単価

その他諸経費（再委託費含む）

ＳＰＣその他諸経費

・・・

※「その他諸経費」については人件費以外の費目を全て含むものとする。

※可能な限り詳細に記入するものとし、適宜、項目の追加・変更等を行うこと。なお、上表に示すレベルでの業務の細分化が困難な場合には、適宜、項目の統合・削除についても行うこと。

※金額は税抜き価格とし、「千円／年」は年度に要する費用を記載すること。

※千円未満は四捨五入で記載すること。

※金額は、ＳＰＣが実際に要する金額を記載するものとするが、該当するサービスを提供した年度に金額を記載すること。

※「解説」の項目については、具体的に記載する限りにおいて、適宜他の項目との結合等を行うこと。

平成26年度

合　計

平成27年度 平成28年度 平成25年度

項目 合　計 解　説

平成39年度 平成40年度 平成41年度 平成42年度 平成44年度 平成43年度 平成36年度 平成37年度 平成38年度 平成33年度 平成34年度 平成35年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度


[image: image3.emf]様式１４－２－４　実施費用の内訳（診療技術支援業務　医療機器の管理・保守点検業務　【保守委託対象医療機器（初期調達分）の保守点検・修理経費】）

（税抜き：千円／年）

年額 点検回数

事業期間計 年額 月額 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 （回／年）

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

※可能な限り詳細に記入し、必要な場合に応じて適宜、列及び項目の追加・削除等を行うこと。

※金額は税抜き価格とし、各保守委託対象医療機器ごとに、メーカー補償等の費用を除く、引渡し後から6年間の金額を「事業期間計」に記載すること。

※「年額」は「事業期間計×12÷60」、月額は「年額÷12」の金額を記載すること。

※千円未満は四捨五入で記載すること。

※「解説」の項目については、具体的に記載する限りにおいて、適宜他の項目との結合等を行うこと。



保守点検・修理経費　合計

解説



保守委託対象医療機器名

金額



想定数量

（台）


【注；設定単価部分についても、別添のファイルに記入し、提出すること。】
3－１ 　　医療補助業務　業務の実施方針

本業務の実施方針等について記載してください。なお、以下の事項については必ず記載してください。

· 本業務における提案のポイント、特にアピールしたい点を記載してください。
· 当該業務に関して、要求水準書に示す業務区分表の業務再編・変更等を実施した場合は、当該再編・変更の基本的な考え方、業務内、業務間における業務区分表の移行・再編状況が明確に分かるように、記載してください。（当該記載は移行先、移行元のいずれかに記載があれば結構です。）
· 要求水準を踏まえて特に業務のポイントであると考える点と当該提案内容との関係を記載してください。

· 業務遂行にあたり、想定されるトラブル・課題とその対応策を記載してください。

3－2 　医療補助業務　業務の実施体制

本業務に係る実施体制について、記載してください。なお、以下の事項については必ず記載してください。
(1)  実施体制
 1)  組織体制及び役割責任分担

· 本業務の組織体制及び役割分担について図表を用いるなどして具体的に記載してください。

· 業務担当者等の有資格・経験について記載してください。

(2)  人員配置計画

 1)  人員配置に関する考え方

· 業務の継続性を維持するための人員配置の工夫について記載してください。

· 担当者が交代する場合の引継ぎのプロセスを記載してください。

 2)  詳細業務別、人件費単価別、時間帯別の1日あたり人員配置数

· 次のような表（表の記載内容は例示です。）を使用し、詳細業務別、人件費単価別、時間帯別の1日あたり人員配置数を示してください（表は項目をカバーしてあれば、適宜作り変えて構いません）。なお、1時間ごとに、当該時間内に従事する業務担当者等の配置人員の合計値を記載してください。
· 業務の実施費用における人工数（８H換算人数）ではなく、実際の配置を想定して記載してください。

· 他業務を兼務する場合は、小数点以下で示して下さい。
· 土日、休日等、人員配置が異なる場合は、別途表を分けて記載してください。

（例）

	詳細業務

職種
	単価

（万）
	時間数
	6
	7
	8
	9
	10
	11
	12
	13
	14
	15
	16
	17
	18
	19
	20
	21
	22
	23

	
	総括責任者
	〇
	8.0
	
	
	
	0.5
	0.5
	0.5
	0.5
	0.5
	0.5
	0.5
	0.5
	
	
	
	
	
	
	

	＊＊業務
	現場責任者
	△
	11.0
	
	
	
	2
	2
	2
	2
	2
	2
	2
	2
	1
	1
	1
	
	
	
	

	
	業務担当者
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	・・・
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	合　計
	
	
	
	
	2.5
	2.5
	2.5
	2.5
	2.5
	2.5
	2.5
	2.5
	1
	1
	1
	
	
	
	


(3)  業務日及び業務時間
· 本業務の実施日と実施時間を記載して下さい。

3－3 　医療補助業務　業務の実施計画
本業務の実施計画として、以下の各事項について具体的な運用方法を記載してください。なお、各事項で「○」を付した項目については必ず記載してください。
(1)  業務範囲
下記事項について、フロー等を用いて分かりやすく記載してください。

 1)  他業務との責任分岐点及び引継ぎの方法
· 他業務との接続部分の連携協力体制について
 2)  県側業務との責任分岐点及び引継ぎ方法
· 県側業務との接続部分の連携協力体制について

· 事業者業務の実施方法に関する要望やクレームを受けた場合の対処方法について
※本業務は現場の病院職員と接触する機会が多いため、比較的、事業者業務の実施方法に関する要望やクレームを受ける場合が想定されます。
(2)  運用計画

 1)  当該業務の運用方法

下記に示す当該業務の業務区分ごとに、具体的な運用方法を記載してください。また、業務区分表に示す各業務項目を、事業者が実際に実施する業務項目レベルに詳細化して記載してください。
なお、業務間における業務区分の変更等を提案した場合は、変更後の業務区分で記載してください。
a)  各部門受付業務

b)  外来看護補助業務

c)  病棟看護補助業務
d)  病棟共通作業補助業務

e)  総合周産期母子医療センター作業補助業務
f)  手術室作業補助業務

g)  検査部作業補助業務

h)  薬剤部作業補助業務

i)  放射線部作業補助業務

j)  内視鏡室作業業務

 2)  セルフモニタリングの考え方
· 当該業務のセルフモニタリングのポイントについて（想定する事項を列挙すること）
 3)  安全管理
· 業務に関連して想定される事故及び防止策について

(3)  業務構築
· 業務マニュアルの策定・変更手続きについて

· 病院から日常的に出される要望を反映させる方法について
3－4 　医療補助業務　業務の実施費用
本業務にかかる実施費用について記載するとともに、その根拠、事業期間を通して実施可能であるかの実効性、市場価格等を勘案しながら具体的に解説してください。
[image: image4.emf]様式１４－３－４　実施費用の内訳（診療技術支援業務　医療補助業務）

（税抜き：千円／年）

＊＊業務

ＳＰＣ人件費

給与レベル１－Ａ

人工

単価

・・・

人工

単価

ＳＰＣ委託費（協力企業に係る費用）

人件費

給与レベル２－Ａ

人工

単価

・・・

人工

単価

その他諸経費（再委託費含む）

ＳＰＣその他諸経費

・・・

※「その他諸経費」については人件費以外の費目を全て含むものとする。

※可能な限り詳細に記入するものとし、適宜、項目の追加・変更等を行うこと。なお、上表に示すレベルでの業務の細分化が困難な場合には、適宜、項目の統合・削除についても行うこと。

※金額は税抜き価格とし、「千円／年」は年度に要する費用を記載すること。

※千円未満は四捨五入で記載すること。

※金額は、ＳＰＣが実際に要する金額を記載するものとするが、該当するサービスを提供した年度に金額を記載すること。

※「解説」の項目については、具体的に記載する限りにおいて、適宜他の項目との結合等を行うこと。

項目

合　計

平成36年度 平成37年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成25年度 平成38年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度 平成34年度 平成35年度 平成43年度 平成44年度

合　計 解　説

平成39年度 平成40年度 平成41年度 平成42年度


4－１ 　物品管理業務　業務の実施方針

本業務の実施方針等について記載してください。なお、以下の事項については必ず記載してください。

· 本業務における提案のポイント、特にアピールしたい点を記載してください。
· 当該業務に関して、要求水準書に示す業務区分表の業務再編・変更等を実施した場合は、当該再編・変更の基本的な考え方、業務内、業務間における業務区分表の移行・再編状況が明確に分かるように、記載してください。（当該記載は移行先、移行元のいずれかに記載があれば結構です。）
· 要求水準を踏まえて特に業務のポイントであると考える点と当該提案内容との関係を記載してください。

· 業務遂行にあたり、想定されるトラブル・課題とその対応策を記載してください。

4－2 　物品管理業務　業務の実施体制

本業務に係る実施体制について、記載してください。なお、以下の事項については必ず記載してください。
(1)  実施体制
 1)  組織体制及び役割責任分担

· 本業務の組織体制及び役割分担について図表を用いるなどして具体的に記載してください。

· 業務担当者等の有資格・経験について記載してください。
(2)  人員配置計画

 1)  人員配置に関する考え方

· 本業務の実施するための人員配置の考え方について記載してください。

 2)  詳細業務別、人件費単価別、時間帯別の1日あたり人員配置数

· 次のような表（表の記載内容は例示です。）を使用し、詳細業務別、人件費単価別、時間帯別の1日あたり人員配置数を示してください（表は項目をカバーしてあれば、適宜作り変えて構いません）。なお、1時間ごとに、当該時間内に従事する業務担当者等の配置人員の合計値を記載してください。
· 業務の実施費用における人工数（８H換算人数）ではなく、実際の配置を想定して記載してください。

· 他業務を兼務する場合は、小数点以下で示して下さい。
· 土日、休日等、人員配置が異なる場合は、別途表を分けて記載してください。

（例）

	詳細業務

職種
	単価

（万）
	時間数
	6
	7
	8
	9
	10
	11
	12
	13
	14
	15
	16
	17
	18
	19
	20
	21
	22
	23

	
	総括責任者
	〇
	8.0
	
	
	
	0.5
	0.5
	0.5
	0.5
	0.5
	0.5
	0.5
	0.5
	
	
	
	
	
	
	

	＊＊業務
	現場責任者
	△
	11.0
	
	
	
	2
	2
	2
	2
	2
	2
	2
	2
	1
	1
	1
	
	
	
	

	
	業務担当者
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	・・・
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	合　計
	
	
	
	
	2.5
	2.5
	2.5
	2.5
	2.5
	2.5
	2.5
	2.5
	1
	1
	1
	
	
	
	


(3)  業務日及び業務時間
· 本業務の実施日と実施時間を記載して下さい。

4－3 　物品管理業務　業務の実施計画
本業務の実施計画として、以下の各事項について具体的な運用方法を記載してください。なお、各事項で「○」を付した項目については必ず記載してください。
(1)  業務範囲
下記事項について、フロー等を用いて分かりやすく記載してください。

 1)  他業務との責任分岐点及び引継ぎの方法
· 調達関連業務との連動性を持たせる工夫について

· 他業務との接続部分の連携協力体制について
 2)  県側業務との責任分岐点及び引継ぎ方法
· 県側業務との接続部分の連携協力体制

· 医薬品管理に関し、病院の薬剤部との責任分岐点及び引継ぎの方法について
(2)  運用計画

 1)  当該業務の運用方法

下記に示す当該業務の業務区分ごとに、具体的な運用方法を記載してください。
なお、業務間における業務区分の変更等を提案した場合は、変更後の業務区分で記載してください。
また、下記「a）」から「e）」に関しては、対象医薬品・物品ごとの運用が明確に分かるように記載してください。
a)  購買管理
b)  在庫管理
· 在庫管理手法について

· 定数設定の考え方について

· 緊急購入品への対応方法について

c)  品質管理
d)  マスタ管理

e)  情報管理
· 採用する機器・システム等の概要について
· 発注から払出・消費までの管理方法について

· 情報活用の方法について

f)  その他購買支援

g)  院内搬送・回収業務

· 搬送対象品別の搬送場所、搬送方法及び搬送スケジュールについて
· 臨時搬送品の対応について
· 術式別セットの供給方法について
h)  ベッドステーション業務

· ベッドステーションで取り扱う物品について
· ベッド・マットレス等の清拭・消毒方法の詳細について
i)  災害時用備蓄品の管理

j)  在宅医療機器の管理

 2)  休日・夜間（業務時間外）の対応
· 本業業務における休日・夜間（業務時間外）の対応方法について
 3)  セルフモニタリングの考え方
· 当該業務のセルフモニタリングのポイントについて（想定する事項を列挙すること）
 4)  安全管理
· 業務に関連して想定される事故及び防止策について

(3)  業務構築
· 業務マニュアルの策定・変更手続きについて

· 部署別在庫管理（定数管理対象・定数管理対象外）の詳細設定、搬送スケジュールの策定・変更プロセスと留意点について
· 手術材料の術式別セットの策定・変更プロセスと留意点について

· 本業務においては事業者が調達するＳＰＤシステムと、別途県が調達する医療情報システムとを接続する場合の、県との当該事項の協議の内容・手順について
4－4 　物品管理業務　業務の実施費用
本業務にかかる実施費用について記載するとともに、その根拠、事業期間を通して実施可能であるかの実効性、市場価格等を勘案しながら具体的に解説してください。

[image: image5.emf]様式１４－４－４　実施費用の内訳（物流管理関連業務　物品管理業務）

（税抜き：千円／年）

＊＊業務

ＳＰＣ人件費

給与レベル１－Ａ

人工

単価

・・・

人工

単価

ＳＰＣ委託費（協力企業に係る費用）

人件費

給与レベル２－Ａ

人工

単価

・・・

人工

単価

その他諸経費（再委託費含む）

ＳＰＣその他諸経費

・・・

※「その他諸経費」については人件費以外の費目を全て含むものとする。

※可能な限り詳細に記入するものとし、適宜、項目の追加・変更等を行うこと。なお、上表に示すレベルでの業務の細分化が困難な場合には、適宜、項目の統合・削除についても行うこと。

※金額は税抜き価格とし、「千円／年」は年度に要する費用を記載すること。

※千円未満は四捨五入で記載すること。

※金額は、ＳＰＣが実際に要する金額を記載するものとするが、該当するサービスを提供した年度に金額を記載すること。

※「解説」の項目については、具体的に記載する限りにおいて、適宜他の項目との結合等を行うこと。

項目

合　計

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成25年度

合　計 解　説

平成39年度 平成40年度 平成41年度 平成42年度 平成34年度 平成35年度 平成29年度 平成43年度 平成44年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度 平成36年度 平成37年度 平成38年度


5－１ 　滅菌消毒業務　業務の実施方針

本業務の実施方針等について記載してください。なお、以下の事項については必ず記載してください。

· 本業務における提案のポイント、特にアピールしたい点を記載してください。
· 当該業務に関して、要求水準書に示す業務区分表の業務再編・変更等を実施した場合は、当該再編・変更の基本的な考え方、業務内、業務間における業務区分表の移行・再編状況が明確に分かるように、記載してください。（当該記載は移行先、移行元のいずれかに記載があれば結構です。）
· 要求水準を踏まえて特に業務のポイントであると考える点と当該提案内容との関係を記載してください。

· 業務遂行にあたり、想定されるトラブル・課題とその対応策を記載してください。

5－2 　滅菌消毒業務　業務の実施体制

本業務に係る実施体制について、記載してください。なお、以下の事項については必ず記載してください。
(1)  実施体制
 1)  組織体制及び役割責任分担
· 本業務の組織体制及び役割分担について図表を用いるなどして具体的に記載してください。

· 業務担当者等の有資格・経験について記載してください。
 2)  緊急時（災害時等）のバックアップ体制

· 緊急時（災害時等）のバックアップ体制について記載してください。

(2)  人員配置計画

 1)  人員配置に関する考え方

· 本業務を実施するための人員配置の考え方について記載してください。

 2)  詳細業務別、人件費単価別、時間帯別の1日あたり人員配置数

· 次のような表（表の記載内容は例示です。）を使用し、詳細業務別、人件費単価別、時間帯別の1日あたり人員配置数を示してください（表は項目をカバーしてあれば、適宜作り変えて構いません）。なお、1時間ごとに、当該時間内に従事する業務担当者等の配置人員の合計値を記載してください。
· 業務の実施費用における人工数（８H換算人数）ではなく、実際の配置を想定して記載してください。

· 他業務を兼務する場合は、小数点以下で示して下さい。
· 土日、休日等、人員配置が異なる場合は、別途表を分けて記載してください。

（例）

	詳細業務

職種
	単価

（万）
	時間数
	6
	7
	8
	9
	10
	11
	12
	13
	14
	15
	16
	17
	18
	19
	20
	21
	22
	23

	
	総括責任者
	〇
	8.0
	
	
	
	0.5
	0.5
	0.5
	0.5
	0.5
	0.5
	0.5
	0.5
	
	
	
	
	
	
	

	＊＊業務
	現場責任者
	△
	11.0
	
	
	
	2
	2
	2
	2
	2
	2
	2
	2
	1
	1
	1
	
	
	
	

	
	業務担当者
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	・・・
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	合　計
	
	
	
	
	2.5
	2.5
	2.5
	2.5
	2.5
	2.5
	2.5
	2.5
	1
	1
	1
	
	
	
	


(3)  業務日及び業務時間
· 本業務の実施日と実施時間を記載して下さい。
5－3 　滅菌消毒業務　業務の実施計画
本業務の実施計画として、以下の各事項について具体的な運用方法を記載してください。なお、各事項で「○」を付した項目については必ず記載してください。
(1)  業務範囲
下記事項について、フロー等を用いて分かりやすく記載してください。

 1)  他業務との責任分岐点及び引継ぎの方法
· 他業務との接続部分の連携協力体制について
 2)  県側業務との責任分岐点及び引継ぎ方法
· 県側業務との接続部分の連携協力体制について

(2)  運用計画
 1)  当該業務の運用方法

下記に示す当該業務の業務区分ごとに、具体的な運用方法を記載してください。
なお、業務間における業務区分の変更等を提案した場合は、変更後の業務区分で記載してください。
a)  運用スキーム

· 完全院内型、院内外併用型の採用案及び運用方法について（運用効率・費用面の観点を踏まえて記載すること）
b)  再生滅菌器材の回収業務
· 対象部署ごとの回収から洗浄・滅菌・消毒、搬送までの一連の業務手順について

c)  洗浄業務

d)  各種セット作成、組み立て業務
· 手術式器材とそれ以外に分けて記載すること

· 準備から配盤までの利便性、効率性と手術内容に応じた柔軟性の観点から、器材・鋼製小物等のストック数・滅菌費用等の適正なコストを実現するための、効果的な手術器械・器材の在庫管理及び供給方法について（そのために必要な病院の協力体制があれば併せて記載すること）

e)  滅菌業務
· 滅菌物の効果測定手法及び測定頻度について

· 具体的な滅菌方法・手順について
f)  滅菌物の在庫管理、品質管理・保管業務
· 滅菌期限切れ管理、アリバイ管理の具体的な管理手法等について
 2)  休日・夜間（業務時間外）の対応
· 本業業務における休日・夜間（業務時間外）の対応方法について
 3)  セルフモニタリングの考え方
· 当該業務のセルフモニタリングのポイントについて（想定する事項を列挙すること）
 4)  安全管理（院内感染防止）
· 業務に関連して想定される事故及び防止策について
· 滅菌物の供給・回収に際し、未滅菌物の提供を防止するための、具体的な対応策について
(3)  業務構築
· 業務マニュアルの策定・変更手続きについて

5－4 　滅菌消毒業務　業務の実施費用
本業務にかかる実施費用について記載するとともに、その根拠、事業期間を通して実施可能であるかの実効性、市場価格等を勘案しながら具体的に解説してください。

[image: image6.emf]様式１４－５－４　実施費用の内訳（物流管理関連業務　滅菌消毒業務）

（税抜き：千円／年）

＊＊業務

ＳＰＣ人件費

給与レベル１－Ａ

人工

単価

・・・

人工

単価

ＳＰＣ委託費（協力企業に係る費用）

人件費

給与レベル２－Ａ

人工

単価

・・・

人工

単価

その他諸経費（再委託費含む）

ＳＰＣその他諸経費

・・・

※「その他諸経費」については人件費以外の費目を全て含むものとする。

※可能な限り詳細に記入するものとし、適宜、項目の追加・変更等を行うこと。なお、上表に示すレベルでの業務の細分化が困難な場合には、適宜、項目の統合・削除についても行うこと。

※金額は税抜き価格とし、「千円／年」は年度に要する費用を記載すること。

※千円未満は四捨五入で記載すること。

※金額は、ＳＰＣが実際に要する金額を記載するものとするが、該当するサービスを提供した年度に金額を記載すること。

※「解説」の項目については、具体的に記載する限りにおいて、適宜他の項目との結合等を行うこと。

項目

合　計

平成36年度 平成37年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成25年度 平成38年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度 平成34年度 平成35年度 平成43年度 平成44年度

合　計 解　説

平成39年度 平成40年度 平成41年度 平成42年度


6－１ 　洗濯業務　業務の実施方針

本業務の実施方針等について記載してください。なお、以下の事項については必ず記載してください。

· 本業務における提案のポイント、特にアピールしたい点を記載してください。
· 当該業務に関して、要求水準書に示す業務区分表の業務再編・変更等を実施した場合は、当該再編・変更の基本的な考え方、業務内、業務間における業務区分表の移行・再編状況が明確に分かるように、記載してください。（当該記載は移行先、移行元のいずれかに記載があれば結構です。）
· 要求水準を踏まえて特に業務のポイントであると考える点と当該提案内容との関係を記載してください。

· 業務遂行にあたり、想定されるトラブル・課題とその対応策を記載してください。

6－2 　洗濯業務　業務の実施体制

本業務に係る実施体制について、記載してください。なお、以下の事項については必ず記載してください。
(1)  実施体制
 1)  組織体制及び役割責任分担

· 本業務の組織体制及び役割分担について図表を用いるなどして具体的に記載してください。

· 業務担当者等の有資格・経験について記載してください。

 2)  緊急時（災害時等）のバックアップ体制

· 緊急時（災害時等）のバックアップ体制について記載してください。

(2)  人員配置計画
 1)  人員配置に関する考え方

· 本業務を実施するための人員配置の考え方について記載してください。

 2)  詳細業務別、人件費単価別、時間帯別の1日あたり人員配置数

· 次のような表（表の記載内容は例示です。）を使用し、詳細業務別、人件費単価別、時間帯別の1日あたり人員配置数を示してください（表は項目をカバーしてあれば、適宜作り変えて構いません）。なお、1時間ごとに、当該時間内に従事する業務担当者等の配置人員の合計値を記載してください。
· 業務の実施費用における人工数（８H換算人数）ではなく、実際の配置を想定して記載してください。

· 他業務を兼務する場合は、小数点以下で示して下さい。
· 土日、休日等、人員配置が異なる場合は、別途表を分けて記載してください。

（例）

	詳細業務

職種
	単価

（万）
	時間数
	6
	7
	8
	9
	10
	11
	12
	13
	14
	15
	16
	17
	18
	19
	20
	21
	22
	23

	
	総括責任者
	〇
	8.0
	
	
	
	0.5
	0.5
	0.5
	0.5
	0.5
	0.5
	0.5
	0.5
	
	
	
	
	
	
	

	＊＊業務
	現場責任者
	△
	11.0
	
	
	
	2
	2
	2
	2
	2
	2
	2
	2
	1
	1
	1
	
	
	
	

	
	業務担当者
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	・・・
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	合　計
	
	
	
	
	2.5
	2.5
	2.5
	2.5
	2.5
	2.5
	2.5
	2.5
	1
	1
	1
	
	
	
	


(3)  業務日及び業務時間
· 本業務の実施日と実施時間を記載して下さい。
6－3 　洗濯業務　業務の実施計画
本業務の実施計画として、以下の各事項について具体的な運用方法を記載してください。なお、各事項で「○」を付した項目については必ず記載してください。
(1)  業務範囲
下記事項について、フロー等を用いて分かりやすく記載してください。

 1)  他業務との責任分岐点及び引継ぎの方法
· 他業務との接続部分の連携協力体制について
(2)  運用計画
 1)  当該業務の運用方法

下記に示す当該業務の業務区分ごとに、具体的な運用方法を記載してください。
なお、業務間における業務区分の変更等を提案した場合は、変更後の業務区分で記載してください。
a)  リネン管理業務

· 調達、リースの採用の考え方について
· 各種リネンごとの素材等の品質基準について

· 在庫管理手法について

· 各種リネンごとの回収・供給頻度及び納品方法について

· 定数設定の考え方について

· 次のような表を使用し、洗濯対象品の交換回数案を記載してください。各項目の内訳は、「様式６‐４実施費用の内訳」に示す仮定的条件（対象品目・数量等）を参照してください。
【洗濯対象品（記入例）】

	リネン類
	回数
	基準

	患者寝具
	
	

	
	包布・シーツ・枕カバー
	
	／週

	
	掛布団・毛布・枕
	
	／年

	
	・・・
	
	／

	職員用寝具
	
	

	
	包布・シーツ・枕カバー
	
	／

	
	・・・
	
	／

	職員用衣類
	
	

	
	・・・
	
	／


· カーテン管理に関し、経済性、業務の効率性、衛生管理等の多面的な観点から、採用するカーテン類の仕様（エリアごと）及び交換頻度案（提案によっては清拭及び洗濯を含む）について
※仕様・数量等の提案にあたっては、必ず施設計画との整合性及び事業期間中のライフサイクルコストが明確に分かるように記載すること。（なお、事業期間中のライフサイクルコストが、「４　業務の実施費用」において明確に分かるように記載すること。）
b)  洗濯業務
· 洗濯・消毒方法及び使用洗剤の考え方について

· 院内での一次処理の有無について（仮に、院内で一次処理を行う場合はその処理方法について記載すること。）
 2)  休日・夜間（業務時間外）の対応
· 本業業務における休日・夜間（業務時間外）の対応方法について
 3)  セルフモニタリングの考え方
· 当該業務のセルフモニタリングのポイントについて（想定する事項を列挙すること）
 4)  安全管理（院内感染防止）

· 業務に関連して想定される事故及び防止策について
· 感染性リネンの取り扱いについて
(3)  業務構築
· 業務マニュアルの策定・変更手続きについて

6－4 　洗濯業務　業務の実施費用

本業務にかかる実施費用について記載するとともに、その根拠、事業期間を通して実施可能であるかの実効性、市場価格等を勘案しながら具体的に解説してください。
[image: image7.emf]様式１４－６－４　実施費用の内訳（物流管理関連業務　洗濯業務）

（税抜き：千円／年）

＊＊業務

ＳＰＣ人件費

給与レベル１－Ａ

人工

単価

・・・

人工

単価

ＳＰＣ委託費（協力企業に係る費用）

人件費

給与レベル２－Ａ

人工

単価

・・・

人工

単価

その他諸経費（再委託費含む）

ＳＰＣその他諸経費

・・・

※「その他諸経費」については人件費以外の費目を全て含むものとする。

※可能な限り詳細に記入するものとし、適宜、項目の追加・変更等を行うこと。なお、上表に示すレベルでの業務の細分化が困難な場合には、適宜、項目の統合・削除についても行うこと。

※金額は税抜き価格とし、「千円／年」は年度に要する費用を記載すること。

※千円未満は四捨五入で記載すること。

※金額は、ＳＰＣが実際に要する金額を記載するものとするが、該当するサービスを提供した年度に金額を記載すること。

※「解説」の項目については、具体的に記載する限りにおいて、適宜他の項目との結合等を行うこと。

平成29年度 平成30年度

項目

合　計

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成41年度 平成34年度 平成35年度 平成36年度 平成37年度 平成38年度 平成39年度 平成28年度

解　説

平成31年度 平成32年度 平成33年度

合　計

平成42年度 平成43年度 平成44年度 平成40年度


【注；洗濯業務に係る設定単価についても、別添のファイルに記入し、提出すること。】
7－１ 　診療情報管理業務　業務の実施方針

本業務の実施方針等について記載してください。なお、以下の事項については必ず記載してください。

· 本業務における提案のポイント、特にアピールしたい点を記載してください。
· 当該業務に関して、要求水準書に示す業務区分表の業務再編・変更等を実施した場合は、当該再編・変更の基本的な考え方、業務内、業務間における業務区分表の移行・再編状況が明確に分かるように、記載してください。（当該記載は移行先、移行元のいずれかに記載があれば結構です。）
· 要求水準を踏まえて特に業務のポイントであると考える点と当該提案内容との関係を記載してください。

· 業務遂行にあたり、想定されるトラブル・課題とその対応策を記載してください。

7－2 　診療情報管理業務　業務の実施体制

本業務に係る実施体制について、記載してください。なお、以下の事項については必ず記載してください。
(1)  実施体制
 1)  組織体制及び役割責任分担

· 本業務の組織体制及び役割分担について図表を用いるなどして具体的に記載してください。

· 業務担当者等の有資格・経験について記載してください。
(2)  人員配置計画

 1)  人員配置に関する考え方

· 業務の継続性を維持するための人員配置の工夫について記載してください。

· 担当者が交代する場合の引継ぎのプロセスを記載してください。

 2)  詳細業務別、人件費単価別、時間帯別の1日あたり人員配置数

· 次のような表（表の記載内容は例示です。）を使用し、詳細業務別、人件費単価別、時間帯別の1日あたり人員配置数を示してください（表は項目をカバーしてあれば、適宜作り変えて構いません）。なお、1時間ごとに、当該時間内に従事する業務担当者等の配置人員の合計値を記載してください。
· 業務の実施費用における人工数（８H換算人数）ではなく、実際の配置を想定して記載してください。

· 他業務を兼務する場合は、小数点以下で示して下さい。
· 土日、休日等、人員配置が異なる場合は、別途表を分けて記載してください。

（例）

	詳細業務

職種
	単価

（万）
	時間数
	6
	7
	8
	9
	10
	11
	12
	13
	14
	15
	16
	17
	18
	19
	20
	21
	22
	23

	
	総括責任者
	〇
	8.0
	
	
	
	0.5
	0.5
	0.5
	0.5
	0.5
	0.5
	0.5
	0.5
	
	
	
	
	
	
	

	＊＊業務
	現場責任者
	△
	11.0
	
	
	
	2
	2
	2
	2
	2
	2
	2
	2
	1
	1
	1
	
	
	
	

	
	業務担当者
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	・・・
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	合　計
	
	
	
	
	2.5
	2.5
	2.5
	2.5
	2.5
	2.5
	2.5
	2.5
	1
	1
	1
	
	
	
	


(3)  業務日及び業務時間
· 本業務の実施日と実施時間を記載して下さい。

7－3 　診療情報管理業務　業務の実施計画
本業務の実施計画として、以下の各事項について具体的な運用方法を記載してください。なお、各事項で「○」を付した項目については必ず記載してください。
(1)  業務範囲
下記事項について、フロー等を用いて分かりやすく記載してください。

 1)  他業務との責任分岐点及び引継ぎの方法
· 他業務との接続部分の連携協力体制について
(2)  運用計画
 1)  当該業務の運用方法

下記に示す当該業務の業務区分ごとに、具体的な運用方法を記載してください。
なお、業務間における業務区分の変更等を提案した場合は、変更後の業務区分で記載してください。
a)  診療情報管理

· 診療情報管理に関し、事業者が実施する業務内容及び実施手法について（医療の質の向上、健全経営という観点から記載すること）
b)  医療情報システム維持管理
· 本業務における障害発生時の一次対応について
c)  各種マスタ管理

· 各種マスタ管理に関し、事業者が実施する支援策について
 2)  セルフモニタリングの考え方
· 当該業務のセルフモニタリングのポイントについて（想定する事項を列挙すること）
 3)  危機管理
· 業務に関連して想定される事故及び防止策について
(3)  業務構築
· 業務マニュアルの策定・変更手続きについて

7－4 　診療情報管理業務　業務の実施費用
本業務にかかる実施費用について記載するとともに、その根拠、事業期間を通して実施可能であるかの実効性、市場価格等を勘案しながら具体的に解説してください。

[image: image8.emf]様式１４－７－４　実施費用の内訳（情報管理関連業務　診療情報管理業務）

（税抜き：千円／年）

＊＊業務

ＳＰＣ人件費

給与レベル１－Ａ

人工

単価

・・・

人工

単価

ＳＰＣ委託費（協力企業に係る費用）

人件費

給与レベル２－Ａ

人工

単価

・・・

人工

単価

その他諸経費（再委託費含む）

ＳＰＣその他諸経費

・・・

※「その他諸経費」については人件費以外の費目を全て含むものとする。

※可能な限り詳細に記入するものとし、適宜、項目の追加・変更等を行うこと。なお、上表に示すレベルでの業務の細分化が困難な場合には、適宜、項目の統合・削除についても行うこと。

※金額は税抜き価格とし、「千円／年」は年度に要する費用を記載すること。

※千円未満は四捨五入で記載すること。

※金額は、ＳＰＣが実際に要する金額を記載するものとするが、該当するサービスを提供した年度に金額を記載すること。

※「解説」の項目については、具体的に記載する限りにおいて、適宜他の項目との結合等を行うこと。

項目

合　計

解　説

平成31年度 平成32年度 平成33年度

合　計

平成42年度 平成43年度 平成44年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成38年度 平成39年度 平成40年度 平成41年度 平成34年度 平成35年度 平成36年度 平成37年度



8－１ 　医療事務業務　業務の実施方針

本業務の実施方針等について記載してください。なお、以下の事項については必ず記載してください。

· 本業務における提案のポイント、特にアピールしたい点を記載してください。
· 当該業務に関して、要求水準書に示す業務区分表の業務再編・変更等を実施した場合は、当該再編・変更の基本的な考え方、業務内、業務間における業務区分表の移行・再編状況が明確に分かるように、記載してください。（当該記載は移行先、移行元のいずれかに記載があれば結構です。）
· 要求水準を踏まえて特に業務のポイントであると考える点と当該提案内容との関係を記載してください。

· 業務遂行にあたり、想定されるトラブル・課題とその対応策を記載してください。

8－2 　医療事務業務　業務の実施体制

本業務に係る実施体制について、記載してください。なお、以下の事項については必ず記載してください。
(1)  実施体制
 1)  組織体制及び役割責任分担

· 本業務の組織体制及び役割分担について図表を用いるなどして具体的に記載してください。

· 業務担当者等の有資格・経験について記載してください。
(2)  人員配置計画

 1)  人員配置に関する考え方

· 業務の継続性を維持するための人員配置の工夫について記載してください。

· 担当者が交代する場合の引継ぎのプロセスを記載してください。

 2)  詳細業務別、人件費単価別、時間帯別の1日あたり人員配置数

· 次のような表（表の記載内容は例示です。）を使用し、詳細業務別、人件費単価別、時間帯別の1日あたり人員配置数を示してください（表は項目をカバーしてあれば、適宜作り変えて構いません）。なお、1時間ごとに、当該時間内に従事する業務担当者等の配置人員の合計値を記載してください。
· 業務の実施費用における人工数（８H換算人数）ではなく、実際の配置を想定して記載してください。

· 他業務を兼務する場合は、小数点以下で示して下さい。
· 土日、休日等、人員配置が異なる場合は、別途表を分けて記載してください。

（例）

	詳細業務

職種
	単価

（万）
	時間数
	6
	7
	8
	9
	10
	11
	12
	13
	14
	15
	16
	17
	18
	19
	20
	21
	22
	23

	
	総括責任者
	〇
	8.0
	
	
	
	0.5
	0.5
	0.5
	0.5
	0.5
	0.5
	0.5
	0.5
	
	
	
	
	
	
	

	＊＊業務
	現場責任者
	△
	11.0
	
	
	
	2
	2
	2
	2
	2
	2
	2
	2
	1
	1
	1
	
	
	
	

	
	業務担当者
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	・・・
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	合　計
	
	
	
	
	2.5
	2.5
	2.5
	2.5
	2.5
	2.5
	2.5
	2.5
	1
	1
	1
	
	
	
	


(3)  業務日及び業務時間
· 本業務の実施日と実施時間を記載して下さい。

8－3 　医療事務業務　業務の実施計画
本業務の実施計画として、以下の各事項について具体的な運用方法を記載してください。なお、各事項で「○」を付した項目については必ず記載してください。
(1)  業務範囲
下記事項について、フロー等を用いて分かりやすく記載してください。

 1)  他業務との責任分岐点及び引継ぎの方法
· 他業務との接続部分の連携協力体制について
 2)  県側業務との責任分岐点及び引継ぎ方法
· 県側業務との接続部分の連携協力体制について

· 事業者業務の実施方法に関する要望やクレームを受けた場合の対処方法について
※本業務は現場の病院職員と接触する機会が多いため、比較的、事業者業務の実施方法に関する要望やクレームを受ける場合が想定されます。
(2)  運用計画
 1)  当該業務の運用方法

下記に示す当該業務の業務区分ごとに、具体的な運用方法を記載してください。また、業務区分表に示す各業務項目を、事業者が実際に実施する業務項目レベルに詳細化して記載してください。
なお、業務間における業務区分の変更等を提案した場合は、変更後の業務区分で記載してください。
a)  総合案内業務

b)  医事受付業務

· 各種窓口の機能・役割分担と連携体制について
c)  病棟担当クラーク業務

d)  手術室クラーク業務

e)  診療報酬請求業務

· 返戻・査定の防止策について

· 請求漏れ防止策について
· レセプトのチェック体制について
f)  計算業務

g)  収納業務

h)  診療情報管理

· 本業務における障害発生時の一次対応について
i)  経営管理データ作成

j)  医事統計作成

k)  診療報酬改定対応

l)  地域医療連携

m)  電話交換業務

 2)  休日・夜間（業務時間外）、救急輪番日、臨時の診察日の対応
· 本業業務における休日・夜間（業務時間外）、救急輪番日、臨時の診察日の対応方法について
· 電話交換業務に関しては、患者サービスの向上の観点から、対応方法の質を担保するための具体的な対策について
 3)  セルフモニタリングの考え方
· 当該業務のセルフモニタリングのポイントについて（想定する事項を列挙すること）
 4)  危機管理
· 業務に関連して想定される事故及び防止策について
(3)  業務構築
· 業務マニュアルの策定・変更手続きについて
· 病院から日常的に出される要望を反映させる方法について
· 患者の呼出し方法、受付から会計までの流れ等に関して、医療情報システムのあり方も含め、より望ましい運営方法のあり方及び当該事項の検討スケジュール、検討時の留意点について

※なお、医療情報システムの導入費用については、別途県が負担するため、入札価格に含めないこと。
8－4 　医療事務業務　業務の実施費用
本業務にかかる実施費用について記載するとともに、その根拠、事業期間を通して実施可能であるかの実効性、市場価格等を勘案しながら具体的に解説してください。

[image: image9.emf]様式１４－８－４　実施費用の内訳（情報管理関連業務　医療事務業務）

（税抜き：千円／年）

＊＊業務

ＳＰＣ人件費

給与レベル１－Ａ

人工

単価

・・・

人工

単価

ＳＰＣ委託費（協力企業に係る費用）

人件費

給与レベル２－Ａ

人工

単価

・・・

人工

単価

その他諸経費（再委託費含む）

ＳＰＣその他諸経費

・・・

※「その他諸経費」については人件費以外の費目を全て含むものとする。

※可能な限り詳細に記入するものとし、適宜、項目の追加・変更等を行うこと。なお、上表に示すレベルでの業務の細分化が困難な場合には、適宜、項目の統合・削除についても行うこと。

※金額は税抜き価格とし、「千円／年」は年度に要する費用を記載すること。

※千円未満は四捨五入で記載すること。

※金額は、ＳＰＣが実際に要する金額を記載するものとするが、該当するサービスを提供した年度に金額を記載すること。

※「解説」の項目については、具体的に記載する限りにおいて、適宜他の項目との結合等を行うこと。

項目

合　計

平成41年度 平成34年度 平成35年度 平成36年度 平成37年度 平成30年度 平成38年度 平成39年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成25年度

解　説

平成31年度 平成32年度 平成33年度

合　計

平成42年度 平成43年度 平成44年度 平成40年度


9－１ 　清掃業務　業務の実施方針

本業務の実施方針等について記載してください。なお、以下の事項については必ず記載してください。

· 本業務における提案のポイント、特にアピールしたい点を記載してください。
· 当該業務に関して、要求水準書に示す業務区分表の業務再編・変更等を実施した場合は、当該再編・変更の基本的な考え方、業務内、業務間における業務区分表の移行・再編状況が明確に分かるように、記載してください。（当該記載は移行先、移行元のいずれかに記載があれば結構です。）
· 要求水準を踏まえて特に業務のポイントであると考える点と当該提案内容との関係を記載してください。

· 業務遂行にあたり、想定されるトラブル・課題とその対応策を記載してください。

9－2 　清掃業務　業務の実施体制

本業務に係る実施体制について、記載してください。なお、以下の事項については必ず記載してください。
(1)  実施体制
 1)  組織体制及び役割責任分担

· 本業務の組織体制及び役割分担について図表を用いるなどして具体的に記載してください。

· 業務担当者等の有資格・経験について記載してください。
(2)  人員配置計画

 1)  人員配置に関する考え方

· 業務の継続性を維持するための人員配置の工夫について記載してください。

· 担当者が交代する場合の引継ぎのプロセスを記載してください。

 2)  詳細業務別、人件費単価別、時間帯別の1日あたり人員配置数

· 次のような表（表の記載内容は例示です。）を使用し、詳細業務別、人件費単価別、時間帯別の1日あたり人員配置数を示してください（表は項目をカバーしてあれば、適宜作り変えて構いません）。なお、1時間ごとに、当該時間内に従事する業務担当者等の配置人員の合計値を記載してください。
· 業務の実施費用における人工数（８H換算人数）ではなく、実際の配置を想定して記載してください。

· 他業務を兼務する場合は、小数点以下で示して下さい。
· 土日、休日等、人員配置が異なる場合は、別途表を分けて記載してください。

（例）

	詳細業務

職種
	単価

（万）
	時間数
	6
	7
	8
	9
	10
	11
	12
	13
	14
	15
	16
	17
	18
	19
	20
	21
	22
	23

	
	総括責任者
	〇
	8.0
	
	
	
	0.5
	0.5
	0.5
	0.5
	0.5
	0.5
	0.5
	0.5
	
	
	
	
	
	
	

	＊＊業務
	現場責任者
	△
	11.0
	
	
	
	2
	2
	2
	2
	2
	2
	2
	2
	1
	1
	1
	
	
	
	

	
	業務担当者
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	・・・
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	合　計
	
	
	
	
	2.5
	2.5
	2.5
	2.5
	2.5
	2.5
	2.5
	2.5
	1
	1
	1
	
	
	
	


(3)  業務日及び業務時間
· 本業務の実施日と実施時間を記載して下さい。

9－3 　清掃業務　業務の実施計画
本業務の実施計画として、以下の各事項について具体的な運用方法を記載してください。なお、各事項で「○」を付した項目については必ず記載してください。
(1)  業務範囲
下記事項について、フロー等を用いて分かりやすく記載してください。

 1)  他業務との責任分岐点及び引継ぎの方法
· 他業務との接続部分の連携協力体制について
(2)  運用計画
 1)  当該業務の運用方法

下記に示す当該業務の業務区分ごとに、具体的な運用方法を記載してください。
なお、業務間における業務区分の変更等を提案した場合は、変更後の業務区分で記載してください。
a)  廃棄物の回収・処理
b)  日常清掃
· 清浄度レベルに応じたエリア区分（特に手術室）の考え方及びエリア別の清掃方法の考え方について
· エリア別の日常清掃、定期清掃、特別清掃それぞれの清掃頻度について

· エリア別の清掃時間帯の考え方について
c)  定期清掃

d)  特別清掃

e)  環境整備事業
f)  その他清掃
g)  樹木管理・除草
h)  害虫等防除
 2)  休日・夜間（業務時間外）の対応
· 本業業務における休日・夜間（業務時間外）の対応方法について
 3)  セルフモニタリングの考え方
· 当該業務のセルフモニタリングのポイントについて（想定する事項を列挙すること）
 4)  安全管理
· 業務に関連して想定される事故及び防止策について
(3)  業務構築
· 業務マニュアルの策定・変更手続きについて
9－4 　清掃業務　業務の実施費用
本業務にかかる実施費用について記載するとともに、その根拠、事業期間を通して実施可能であるかの実効性、市場価格等を勘案しながら具体的に解説してください。

[image: image10.emf]様式１４－９－４　実施費用の内訳（施設維持管理業務　清掃業務）

（税抜き：千円／年）

＊＊業務

ＳＰＣ人件費

給与レベル１－Ａ

人工

単価

・・・

人工

単価

ＳＰＣ委託費（協力企業に係る費用）

人件費

給与レベル２－Ａ

人工

単価

・・・

人工

単価

その他諸経費（再委託費含む）

ＳＰＣその他諸経費

・・・

※「その他諸経費」については人件費以外の費目を全て含むものとする。

※可能な限り詳細に記入するものとし、適宜、項目の追加・変更等を行うこと。なお、上表に示すレベルでの業務の細分化が困難な場合には、適宜、項目の統合・削除についても行うこと。

※金額は税抜き価格とし、「千円／年」は年度に要する費用を記載すること。

※千円未満は四捨五入で記載すること。

※金額は、ＳＰＣが実際に要する金額を記載するものとするが、該当するサービスを提供した年度に金額を記載すること。

※「解説」の項目については、具体的に記載する限りにおいて、適宜他の項目との結合等を行うこと。

項目

合　計

解　説

平成31年度 平成32年度 平成33年度

合　計

平成42年度 平成43年度 平成44年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成38年度 平成39年度 平成40年度 平成41年度 平成34年度 平成35年度 平成36年度 平成37年度



10－１ 　施設メンテナンス業務　業務の実施方針

本業務の実施方針等について記載してください。なお、以下の事項については必ず記載してください。

· 本業務における提案のポイント、特にアピールしたい点を記載してください。
· 当該業務に関して、要求水準書に示す業務区分表の業務再編・変更等を実施した場合は、当該再編・変更の基本的な考え方、業務内、業務間における業務区分表の移行・再編状況が明確に分かるように、記載してください。（当該記載は移行先、移行元のいずれかに記載があれば結構です。）
· 要求水準を踏まえて特に業務のポイントであると考える点と当該提案内容との関係を記載してください。

· 業務遂行にあたり、想定されるトラブル・課題とその対応策を記載してください。

10－2 　施設メンテナンス業務　業務の実施体制

本業務に係る実施体制について、記載してください。なお、以下の事項については必ず記載してください。
(1)  実施体制
 1)  組織体制及び役割責任分担

· 本業務の組織体制及び役割分担について図表を用いるなどして具体的に記載してください。

· 業務担当者等の有資格・経験について記載してください。
(2)  人員配置計画

 1)  人員配置に関する考え方

· 業務の継続性を維持するための人員配置の工夫について記載してください。

· 担当者が交代する場合の引継ぎのプロセスを記載してください。

 2)  詳細業務別、人件費単価別、時間帯別の1日あたり人員配置数

· 次のような表（表の記載内容は例示です。）を使用し、詳細業務別、人件費単価別、時間帯別の1日あたり人員配置数を示してください（表は項目をカバーしてあれば、適宜作り変えて構いません）。なお、1時間ごとに、当該時間内に従事する業務担当者等の配置人員の合計値を記載してください。
· 業務の実施費用における人工数（８H換算人数）ではなく、実際の配置を想定して記載してください。

· 他業務を兼務する場合は、小数点以下で示して下さい。
· 土日、休日等、人員配置が異なる場合は、別途表を分けて記載してください。

（例）

	詳細業務

職種
	単価

（万）
	時間数
	6
	7
	8
	9
	10
	11
	12
	13
	14
	15
	16
	17
	18
	19
	20
	21
	22
	23

	
	総括責任者
	〇
	8.0
	
	
	
	0.5
	0.5
	0.5
	0.5
	0.5
	0.5
	0.5
	0.5
	
	
	
	
	
	
	

	＊＊業務
	現場責任者
	△
	11.0
	
	
	
	2
	2
	2
	2
	2
	2
	2
	2
	1
	1
	1
	
	
	
	

	
	業務担当者
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	・・・
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	合　計
	
	
	
	
	2.5
	2.5
	2.5
	2.5
	2.5
	2.5
	2.5
	2.5
	1
	1
	1
	
	
	
	


(3)  業務日及び業務時間
· 本業務の実施日と実施時間を記載して下さい。

10－3 　施設メンテナンス業務　業務の実施計画
本業務の実施計画として、以下の各事項について具体的な運用方法を記載してください。なお、各事項で「○」を付した項目については必ず記載してください。
(1)  業務範囲
下記事項について、フロー等を用いて分かりやすく記載してください。

 1)  他業務との責任分岐点及び引継ぎの方法
· 他業務との接続部分の連携協力体制について
(2)  運用計画
 1)  当該業務の運用方法

下記に示す当該業務の業務区分ごとに、具体的な運用方法を記載してください。
なお、業務間における業務区分の変更等を提案した場合は、変更後の業務区分で記載してください。
a)  光熱水費管理（下記事項のみ）
· 光熱水費管理に関し、事業者が実施する具体的な支援策について（提案に当たっては、施設整備費の積算との整合性が確認できるよう留意すること。）
b)  エネルギー管理中長期計画（下記事項のみ）
· エネルギー使用量の削減に関し事業者が実施する具体的な支援策について（提案に当たっては、施設整備費の積算との整合性が確認できるよう留意すること。）
c)  ライフサイクルコスト管理
· ライフサイクルコスト管理の具体的な実施手法について

d)  業務計画策定
e)  運転監視業務
f)  運転業務
g)  保守点検業務
· 保守点検基準・方法・頻度
· 異常発見時の対応措置
h)  設備の試験検査
i)  非常時の訓練
j)  修繕

· 経常修繕の具体的な内容及び修繕範囲について（なお、「４　業務の実施費用」において当該費用が明確に分かるよう留意すること。）
· 中長期修繕計画の基本的な考え方について

· 中長期修繕計画のうち、本事業の中で行う計画修繕の実施内容及び実施手続きについて（なお、「４　業務の実施費用」において当該費用が明確に分かるよう留意すること。）
k)  環境測定
· 環境測定方法に関し、実施する測定の内容について（表は項目をカバーしてあれば、適宜作り変えて構いません。）
	測定名称
	場所
	測定手法
	基準値
	測定頻度

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


l)  駐車場管理業務
m)  駐輪場管理業務

 2)  セルフモニタリングの考え方
· 当該業務のセルフモニタリングのポイントについて（想定する事項を列挙すること）
 3)  安全管理

· 業務に関連して想定される事故及び防止策について
(3)  業務構築
· 事業環境の変化等に対する業務の柔軟な対応方法について

· 業務マニュアルの策定・変更手続きについて
10－4 　施設メンテナンス業務　業務の実施費用
本業務にかかる実施費用について記載するとともに、その根拠、事業期間を通して実施可能であるかの実効性、市場価格等を勘案しながら具体的に解説してください。

[image: image11.emf]様式１４－１０－４　実施費用の内訳（施設維持管理業務　施設メンテナンス業務）

（税抜き：千円／年）

＊＊業務

ＳＰＣ人件費

給与レベル１－Ａ

人工

単価

・・・

人工

単価

ＳＰＣ委託費（協力企業に係る費用）

人件費

給与レベル２－Ａ

人工

単価

・・・

人工

単価

その他諸経費（再委託費含む）

ＳＰＣその他諸経費

・・・

建物保全業務

＊＊業務

ＳＰＣ人件費

給与レベル１－Ａ

人工

単価

・・・

人工

単価

ＳＰＣ委託費（協力企業に係る費用）

人件費

給与レベル２－Ａ

人工

単価

・・・

人工

単価

その他諸経費（再委託費含む）

ＳＰＣその他諸経費

・・・

建築設備保守管理業務

＊＊業務

ＳＰＣ人件費

給与レベル１－Ａ

人工

単価

・・・

人工

単価

ＳＰＣ委託費（協力企業に係る費用）

人件費

給与レベル２－Ａ

人工

単価

・・・

人工

単価

その他諸経費（再委託費含む）

ＳＰＣその他諸経費

・・・

医療用ガスの供給設備保守点検業務

＊＊業務

ＳＰＣ人件費

給与レベル１－Ａ

人工

単価

・・・

人工

単価

ＳＰＣ委託費（協力企業に係る費用）

人件費

給与レベル２－Ａ

人工

単価

・・・

人工

単価

その他諸経費（再委託費含む）

ＳＰＣその他諸経費

・・・

環境衛生管理業務

＊＊業務

ＳＰＣ人件費

給与レベル１－Ａ

人工

単価

・・・

人工

単価

ＳＰＣ委託費（協力企業に係る費用）

人件費

給与レベル２－Ａ

人工

単価

・・・

人工

単価

その他諸経費（再委託費含む）

ＳＰＣその他諸経費

・・・

＊＊業務

ＳＰＣ人件費

給与レベル１－Ａ

人工

単価

・・・

人工

単価

ＳＰＣ委託費（協力企業に係る費用）

人件費

給与レベル２－Ａ

人工

単価

・・・

人工

単価

その他諸経費（再委託費含む）

ＳＰＣその他諸経費

・・・

＊＊業務

ＳＰＣ人件費

給与レベル１－Ａ

人工

単価

・・・

人工

単価

ＳＰＣ委託費（協力企業に係る費用）

人件費

給与レベル２－Ａ

人工

単価

・・・

人工

単価

その他諸経費（再委託費含む）

ＳＰＣその他諸経費

・・・

－ － － － － －

※「その他諸経費」については人件費以外の費目を全て含むものとする。

※可能な限り詳細に記入するものとし、適宜、項目の追加・変更等を行うこと。なお、上表に示すレベルでの業務の細分化が困難な場合には、適宜、項目の統合・削除についても行うこと。

※金額は税抜き価格とし、「千円／年」は年度に要する費用を記載すること。

※千円未満は四捨五入で記載すること。

※金額は、ＳＰＣが実際に要する金額を記載するものとするが、該当するサービスを提供した年度に金額を記載すること。

※計画修繕に記載する金額は、様式●-●に示す中長期修繕計画書における「本事業の範囲内の計画修繕」に記載の金額と整合を取ること。

※「解説」の項目については、具体的に記載する限りにおいて、適宜他の項目との結合等を行うこと。

項目

小　計

計画修繕

合　計

平成36年度 平成37年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度

合　計

平成42年度 平成43年度 平成44年度 平成41年度 平成34年度 平成35年度 平成38年度 平成39年度 平成40年度

ビル経営管理業務

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

計

画

修

繕

以

外

駐車場管理業務

駐輪場管理業務



解　説



[image: image12.emf]様式１４－１０－４　実施費用の内訳（中長期修繕計画書のうち、事業期間内に発生する計画修繕）

（税抜き：千円／年）

－ － － － － －

委託費 － － － － － －

その他諸経費 － － － － － －

－ － － － － －

委託費 － － － － － －

その他諸経費 － － － － － －

－ － － － － －

委託費 － － － － － －

その他諸経費 － － － － － － －

－ － － － － － －

- - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - -

ＳＰＣ委託費 - - - - - - - - - - - - - -

その他諸経費 - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - -

ＳＰＣ委託費 - - - - - - - - - - - - - -

その他諸経費 - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - -

ＳＰＣ委託費 - - - - - - - - - - - - - -

その他諸経費 - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - -

※「その他諸経費」についてはＳＰＣが要する委託費以外の費用を記載すること。また、可能な限り詳細に記入するものとし、適宜、項目の追加・変更等を行うこと。

※金額は税抜き価格とし、「年額」は各「年度」に要する費用を記載すること。

※千円未満は四捨五入で記載すること。

※金額は、ＳＰＣが実際に要する金額を記載するものとするが、該当するサービスを提供した年度（対象となる業務が完了した日が属する年度）に金額を記載すること。

※複数施設に対して同一業務を同一時期に実施する場合には、対象施設に複数の施設名を記載すること。

※「解説」の項目については、具体的に記載する限りにおいて、適宜他の項目との結合等を行うこと。

合　計

平成44年度

費　目

本事業の範囲内の計画修繕

平成40年度 平成43年度 平成34年度 平成35年度 平成41年度 平成42年度 平成36年度 平成37年度 平成38年度 平成39年度

本事業の範囲外の計画修繕

小　計



合　計

小　計

・・・

・・・

・・・

・・・



対象施設



対象施設

例：１号館



平成31年度 平成32年度 平成33年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成25年度 平成26年度

解　説



-



-



-



-



11－１ 　警備業務　業務の実施方針

本業務の実施方針等について記載してください。なお、以下の事項については必ず記載してください。

· 本業務における提案のポイント、特にアピールしたい点を記載してください。
· 当該業務に関して、要求水準書に示す業務区分表の業務再編・変更等を実施した場合は、当該再編・変更の基本的な考え方、業務内、業務間における業務区分表の移行・再編状況が明確に分かるように、記載してください。（当該記載は移行先、移行元のいずれかに記載があれば結構です。）
· 要求水準を踏まえて特に業務のポイントであると考える点と当該提案内容との関係を記載してください。

· 業務遂行にあたり、想定されるトラブル・課題とその対応策を記載してください。

11－2 　警備業務　業務の実施体制

本業務に係る実施体制について、記載してください。なお、以下の事項については必ず記載してください。
(1)  実施体制
 1)  組織体制及び役割責任分担

· 本業務の組織体制及び役割分担について図表を用いるなどして具体的に記載してください。

· 業務担当者等の有資格・経験について記載してください。
(2)  人員配置計画

 1)  人員配置に関する考え方

· 業務の継続性を維持するための人員配置の工夫について記載してください。

· 担当者が交代する場合の引継ぎのプロセスを記載してください。

 2)  詳細業務別、人件費単価別、時間帯別の1日あたり人員配置数

· 次のような表（表の記載内容は例示です。）を使用し、詳細業務別、人件費単価別、時間帯別の1日あたり人員配置数を示してください（表は項目をカバーしてあれば、適宜作り変えて構いません）。なお、1時間ごとに、当該時間内に従事する業務担当者等の配置人員の合計値を記載してください。
· 業務の実施費用における人工数（８H換算人数）ではなく、実際の配置を想定して記載してください。

· 他業務を兼務する場合は、小数点以下で示して下さい。
· 土日、休日等、人員配置が異なる場合は、別途表を分けて記載してください。

（例）

	詳細業務

職種
	単価

（万）
	時間数
	6
	7
	8
	9
	10
	11
	12
	13
	14
	15
	16
	17
	18
	19
	20
	21
	22
	23

	
	総括責任者
	〇
	8.0
	
	
	
	0.5
	0.5
	0.5
	0.5
	0.5
	0.5
	0.5
	0.5
	
	
	
	
	
	
	

	＊＊業務
	現場責任者
	△
	11.0
	
	
	
	2
	2
	2
	2
	2
	2
	2
	2
	1
	1
	1
	
	
	
	

	
	業務担当者
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	・・・
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	合　計
	
	
	
	
	2.5
	2.5
	2.5
	2.5
	2.5
	2.5
	2.5
	2.5
	1
	1
	1
	
	
	
	


(3)  業務日及び業務時間
· 本業務の実施日と実施時間を記載して下さい。

11－3 　警備業務　業務の実施計画
本業務の実施計画として、以下の各事項について具体的な運用方法を記載してください。なお、各事項で「○」を付した項目については必ず記載してください。
(1)  業務範囲
下記事項について、フロー等を用いて分かりやすく記載してください。

 1)  他業務との責任分岐点及び引継ぎの方法
· 他業務との接続部分の連携協力体制について

(2)  運用計画
 1)  当該業務の運用方法

下記に示す当該業務の業務区分ごとに、具体的な運用方法を記載してください。
なお、業務間における業務区分の変更等を提案した場合は、変更後の業務区分で記載してください。
a)  警備
· 警備体制及び警備手法・内容について（提案に当たっては、施設計画との整合性が確認できるよう留意すること。）
b)  関係者用出入口管理
c)  構内の整理・誘導
d)  事故、犯罪、災害など発生時の対応
· 事故、犯罪、災害など、院内で問題が生じた場合の対応手順（関係先への連絡方法を含む）について（提案に当たっては、施設計画との整合性が確認できるよう留意すること。）
e)  ヘリポート運営支援
 2)  セルフモニタリングの考え方
· 当該業務のセルフモニタリングのポイントについて（想定する事項を列挙すること）
 3)  安全管理

· 業務に関連して想定される事故及び防止策について
(3)  業務構築
· 業務マニュアルの策定・変更手続きについて
11－4 　警備業務　業務の実施費用
本業務にかかる実施費用について記載するとともに、その根拠、事業期間を通して実施可能であるかの実効性、市場価格等を勘案しながら具体的に解説してください。

[image: image13.emf]様式１４－１１－４　実施費用の内訳（施設維持管理業務　警備業務）

（税抜き：千円／年）

＊＊業務

ＳＰＣ人件費

給与レベル１－Ａ

人工

単価

・・・

人工

単価

ＳＰＣ委託費（協力企業に係る費用）

人件費

給与レベル２－Ａ

人工

単価

・・・

人工

単価

その他諸経費（再委託費含む）

ＳＰＣその他諸経費

・・・

※「その他諸経費」については人件費以外の費目を全て含むものとする。

※可能な限り詳細に記入するものとし、適宜、項目の追加・変更等を行うこと。なお、上表に示すレベルでの業務の細分化が困難な場合には、適宜、項目の統合・削除についても行うこと。

※金額は税抜き価格とし、「千円／年」は年度に要する費用を記載すること。

※千円未満は四捨五入で記載すること。

※金額は、ＳＰＣが実際に要する金額を記載するものとするが、該当するサービスを提供した年度に金額を記載すること。

※「解説」の項目については、具体的に記載する限りにおいて、適宜他の項目との結合等を行うこと。

項目

合　計

解　説

平成31年度 平成32年度 平成33年度

合　計

平成42年度 平成43年度 平成44年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成38年度 平成39年度 平成40年度 平成41年度 平成34年度 平成35年度 平成36年度 平成37年度


12－１ 　共通事項
運営業務11業務において、下記に示す項目ごとに、具体的な運用方法（具体的な対応策等を含む）を関連のある業務ごとに記載してください。なお、各項目で「○」を付した項目については必ず記載してください。
(1)  情報管理

· プライバシー保護、機密保持、守秘義務等に関する基本的な考え方・事業者内部への徹底方法について

(2)  教育研修

· 各業務における教育研修方法について（全11業務ごとに記載）
(3)  院内感染防止

· 院内感染防止に対する包括的な取り組み方法について
(4)  緊急時・災害時の対応

· 緊急時・災害時の対応方法について（防災・防犯対策について必須）
表はあくまで見本です。実際は別添のExcelファイルに記入し、提出すること。
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